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ダッシュボードの  ユーザー  セクション（ ダッシュボード  → ユーザー
）には、アカウントに設定されているすべてのユーザーがリスト表示されます。このページから、ユーザー
の検索、ユーザーエディターの表示、新規ユーザーの作成、および現在デバイスに関連付けられていないユ
ーザーの削除を行うことができます。

ページの上部には、ラベル  検索  とプレースホルダー  名前、ユーザー名、またはメールアドレス
が付いた検索フィールドがあります。入力が止まると、リストは自動的に更新されます。

ユーザーは、並べ替え可能でページ分けされたテーブルに表示されます。行をクリックすると、ユーザーエ
ディターが開きます。

ID: 内部ユーザー識別子。
名 : ユーザーの名。
姓 : ユーザーの姓。
ユーザー名 : ユーザー名（多くの場合、ディレクトリのユーザー名）。
メールアドレス : ユーザーのメールアドレス。
デバイス : 現在ユーザーに関連付けられているデバイスの数。
Wi-Fi 証明書 : ユーザーに  Wi-Fi 証明書が割り当てられているかを示すインジケーター。

更新アクションを実行すると、リストが再読み込みされます。
表はページ分けされています（ 1ページあたり 10/25/50項目）。
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ユーザーのアクション



新規ユーザーの作成
を使用して、ユーザー作成ダイアログを開きます。ライセンスの期限が切れている場合、このアクションは
無効になります。

アカウントで  Google Workspace ディレクトリ同期が利用可能な場合、ページに  Google Workspace
からの同期
が表示されます。同期を開始すると、リクエストの実行中にプログレスインジケーターが表示されます。

ユーザーを削除できるのは、そのユーザーがどのデバイスにも関連付けられていない場合のみです（
デバイス  列が  0
である必要があります）。ライセンスの期限が切れている、または終了している場合、削除アクションは無
効になります。

テーブルの下にあるアクションバーから、複数行の選択を有効にできます。このモードでは、複数のユーザ
ーを選択して一括で削除することができます。

対象条件 : デバイス  = 0 のユーザーのみが削除対象として選択できます。
すべて選択 : すべて
チェックボックスをクリックすると、現在のページの対象となるすべての行が選択されます。
一括削除 : 行が選択されていない場合、またはライセンスの期限切れ・終了時には、
選択したユーザーを削除  は無効になります。

Wi-Fi 証明書
列には、現在ユーザーに証明書が割り当てられているかどうかが表示されます。ユーザー証明書は通常、 Wi-
Fi EAP（例： EAP-TLS）の設定に使用されます。証明書の割り当ておよび管理については、 証明書の管理
を参照してください。

新規ユーザーの作成

Google Workspace からの同期

ユーザーの削除

複数行の選択と一括削除

Wi-Fi 証明書と  EAP

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/d2dde


ユーザーエディターは、 ダッシュボード  → ユーザー
からユーザー行をクリックすることで利用できます。これを使用して、ユーザーの詳細の編集、ユーザーご
との  Wi-Fi EAP 認証情報の構成、およびユーザーに関連付けられたデバイスの表示が可能です。

上部のセクションには、ユーザーの主要なフィールドが含まれています。一部のフィールドは必須であり、
入力が不足している場合や無効な場合は、エディターに検証エラーが表示されます。

ID: 読み取り専用の識別子です。
名 : 必須。
姓 : 必須。
ユーザー名 : 必須
メールアドレス : 必須。有効なメールアドレスを入力してください。
電話番号 : 任意
Google アカウント : 任意。入力する場合は、有効なメールアドレスである必要があります。

Google 認証が有効な  Google Workspace 環境では、エディターに  Google 認証デフォルトポリシー
が表示される場合があります。これは、このユーザーが  Google
認証を使用して登録したデバイスに適用されるポリシーです。

ポリシーの変更 : ポリシー選択ダイアログが開きます。
ポリシーを開く :
選択されたポリシーをポリシーエディターで開きます（ポリシーが設定されている場合）。
新しいデフォルトポリシーを選択した後、変更を適用するにはユーザーを保存する必要があります
。エディターには、保存を促す通知が表示されます。

Wi-Fi EAP 認証情報
セクションは、ユーザーごとに認証情報を設定するために使用されます。割り当てられたポリシーに  Wi-Fi

ユーザーエディター

ユーザーの詳細

Google 認証デフォルトポリシー

Wi-Fi EAP 認証情報



EAP 設定が含まれている場合、これらの認証情報はユーザーのデバイスに自動的にインストールされます。
Wi-Fi EAP 設定は、 Android ポリシーの  ネットワーク設定  の一部です。

ユーザーにクライアント証明書を任意で割り当てることができます。証明書が割り当てられている場合は、
クライアント証明書
フィールドに表示され、メニューから操作が可能です。証明書が割り当てられていない場合は、フィールド
に  証明書未割り当て  と表示され、割り当てを行うことができます。

証明書の割り当て : 証明書選択ダイアログが開きます。
証明書を開く : 証明書エディターが開きます。
証明書の変更 : 別のクライアント証明書を選択します。
証明書の解除 :
ユーザーから証明書を削除します。システムは、このユーザーに関連付けられているすべてのデバ
イスからも証明書を削除します。

証明書のインポートおよび管理については、 証明書の管理  を参照してください。

ID: ユーザーの  ID です。トンネリング外プロトコル（ PEAP、 EAP-TTLS
）の場合、これはトンネル内で使用されます。
匿名  ID: トンネリング外プロトコルにおいて、トンネル外に提示される  ID
として使用されます。指定しない場合は、空の文字列がデフォルトとなります。
パスワード : パスワードを必要とする  EAP
メソッド用のユーザーパスワードです。指定しない場合、デバイスがユーザーにプロンプトを表示
することがあります。「表示 /非表示」のアクションでパスワードの可視性を切り替えられます。

関連付けられたデバイス
セクションには、現在ユーザーにリンクされているデバイスのリストが表示されます。ユーザーに関連付け
られているデバイスが  1 つ以上ある場合、そのユーザーを削除することはできません。

クライアント証明書

ID、匿名  ID、およびパスワード

関連付けられたデバイス

保存と削除

https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/ab817
https://enterprise.cerberusapp.com/docs/books/94f6d/page/d2dde


ユーザーを保存 :
フォームが有効で、未保存の変更があり、かつライセンスがアクティブな場合にのみ有効になりま
す。保存中はプログレスインジケーターが表示されます。
ユーザーを削除 :
ユーザーがデバイスに関連付けられている場合、またはライセンスの期限切れ・終了時には無効に
なります。削除が許可されている場合は、確認ダイアログが表示されます。ユーザーに登録トーク
ンが割り当てられている場合、そのトークンを使用して登録されたデバイスがユーザーに割り当て
られなくなる旨の警告ダイアログが表示されます。

未保存の変更がある状態でページを離れようとすると、ダッシュボードで変更を破棄するかどうかの確認が
表示されます。

未保存の変更に関する警告


